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大谷大学大学院 修士課程の教育方針 

2015年度以降 修士課程入学生用 

 

【教育目標（人物養成上の目的）】 

修士課程は、専攻学問分野の高度な専門知識と研究能力、その学修過程で身につけた視

野や能力でもって、現代社会を主体的に生き、社会や文化の発展に貢献することのできる

人物を養成する。 

 具体的には以下のような人物の養成である。 

（1） 高度な専門的知識と研究能力を備えた創造性豊かな研究者を目指す人物の養成 

（2） 高度な専門的知識・能力を持つ職業人の養成 

（3） 知識基盤社会を協調的に支えながら、人と人との関係を再創造していこうとする

高度で知的な教養人の養成 

 

【学位授与方針（ディプロマ・ポリシー DP）】 

大学院文学研究科では、修士課程修了時に学生が身につけるべき下記の４つの能力（教

育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュラム

を編成する。本学は、所定の期間在学して所定単位を修得し、修士論文の審査及び最終試

験に合格することをもって、教育目標を達成したものとみなし、修士の学位を授与する。 

 

以下の能力を身につけた人に学位を授与する（教育研究上の目的） 

DP1 専攻学問分野と関連分野に関する、高度な専門知識を有する。（専門知識） 

DP2 専攻学問分野のなかから自らの学問的問題を発見し、計画的、継続的、系統的 

に探究できる。（問題発見力／探究力） 

DP3 専攻学問分野の基本文献と関連文献を正確に読み、理解することができる。自 

らの考えを論理的で説得力のある表現で展開できる。（読解力／表現力） 

DP4 人間や社会の諸問題に関心をもち、他の人々と共に考え、自らの視野を広げる 

意欲をもって、学際的な交流をおこなうことができる。（学際的視野） 

 

【教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー CP）】 

 大学院文学研究科修士課程では、学位授与の方針に定められた４つの能力が学生の身に

つくよう、授業科目を開設するとともに修士論文の作成等に対する研究指導計画を策定し、

体系的に教育課程を編成する。開講科目のねらい、授業形態、教育方法は次のとおりとす

る。 

 

2015 年度以降（教育・心理学専攻以外の専攻）入学生適用 

CP1 専攻学問分野の研究に必要な専門知識（DP1）、問題発見力／探究力（DP2）、読解

力／表現力（DP3）を総合的に高め、修士論文に結実させるべく、必修の専攻科目

を開講する。専攻科目は「特殊研究（演習）」と「特殊研究（論文指導）」で構成す

る。 

CP2 学際的視野（DP4）を広げるべく、必修の基礎科目を開講する。基礎科目は「仏教



 

の視点」「専攻交流演習」で構成する。 

CP3 学生の多様な関心に応え、また、各専攻の特定学問分野の探究に必要な能力を高め

るべく、選択科目を開講する。選択科目は「語学文献研究」などで構成する。 

「語学文献研究（英語・ドイツ語・フランス語・中国語）」はとくに読解力／表現力

（DP3）を高めるべく開講する。 

そのほか、学外での幅広い交流の中で、専門知識（DP1）を深め、学際的視野（DP4）

を広げることができるよう、京都・宗教系大学院連合単位互換制度下で開講される

他大学院の科目を、選択科目の単位として認定する。 

 

教育・心理学専攻学生適用 

CP1 専攻学問分野の研究を始めるのに必要な専門知識と読解力の基礎を固めるべく、必

修の基礎科目「教育学総論」「心理学総論」を開講する。さらに、専攻学問分野の研

究に必要な専門知識（DP1）、問題発見力／探究力（DP2）、読解力／表現力（DP3）

を総合的に高めるため、必修の専攻科目「教育・心理学特別研究Ⅰ・Ⅱ」を開講す

る。 

CP2 人間や社会の諸問題への視野（DP4）を広げるべく、必修の基礎科目「仏教の視点」

を開講する。 

CP3 学生の多様な関心に応えるべく、選択科目を開講する。高度な専門知識（DP1）・

問題発見力／探究力（DP2）・読解力／表現力（DP3）・学際的視野（DP4）を総合

的に高めるため、選択の専攻科目として教育学領域・心理学領域・教科教育学領域

にそれぞれ三種類の「特論」「演習」を開講し、その履修単位を選択科目のそれとし

て認定する。 

「語学文献研究（英語・ドイツ語・フランス語・中国語）」はとくに読解力／表現力

（DP3）を高めるべく開講する。 

そのほか、学外での幅広い交流の中で、専門知識（DP1）を深め、学際的視野（DP4）

を広げることができるよう、京都・宗教系大学院連合単位互換制度下で開講される

他大学院の科目を、選択科目の単位として認定する。 

 

 

  



 

大谷大学大学院 博士後期課程の教育方針 

2017年度以降 博士後期課程入学生用 

 

【教育目標（人物養成上の目的）】 

博士後期課程は、専攻学問分野の優れて高度な専門知識と研究能力を有し、人間や社会

への広い視野をも備えて、自立した研究活動をおこない、社会や文化の発展に貢献するこ

とのできる人物を養成する。 

 

【学位授与方針（ディプロマ・ポリシー DP）】 

大学院文学研究科では、博士後期課程修了時に学生が身につけるべき下記の４つの能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学して所定単位を修得し、博士論文の審査及び最

終試験に合格することをもって、教育目標を達成したものとみなし、博士の学位を授与す

る。 

 

以下の能力を身につけた人に学位を授与する（教育研究上の目的） 

DP1 専攻学問分野と関連分野に関する、優れて高度な専門知識を有する。（専門知識） 

DP2 専攻学問分野の重要な学問的問題を見いだし、自らの確かな方法をもって探究 

することができる。（問題発見力／探究力） 

DP3 研究に必要な複数の言語について高度な読解力を有する。研究成果を広く学界 

に発表することができる。（読解力／表現力） 

DP4 人間や社会の諸問題について広い視野と学際的知識を有する。（学際的視野） 

 

【教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー CP）】 

 大学院文学研究科博士後期課程では、学位授与の方針に定められた４つの能力が学生の

身につくよう、授業科目を開設するとともに博士論文の作成等に対する研究指導計画を策

定し、体系的に教育課程を編成する。開講科目のねらい、授業形態、教育方法は次のとお

りとする。 

 

2017 年度以降入学生適用 

CP1 専門知識（DP1）、問題発見力／探究力（DP2）、読解力／表現力（DP3）を総

合的に高め、博士論文に結実させるべく、必修の専攻科目「特殊研究（演習）」

を開講する。 

CP2 人間や社会の諸問題についての視野（DP4）を広げるべく、必修の基礎科目「仏

教の視点」を開講する。 

CP3 各自の関心と必要に応じて、専門知識（DP1）、問題発見力／探究力（DP2）、

読解力／表現力（DP3）を高め、学際的視野（DP4）を広げるべく、選択科目

を開講する。また、専攻科目中の「特殊研究Ⅰ（講義）」、「特殊研究Ⅱ（文献研

究）」の履修単位を選択科目のそれとして認定する。 

「特殊研究Ⅰ（講義）」のなかに高度な専門知識（DP1）を深めるものと他専攻



 

生の学際的視野（DP4）を涵養するものを開講する。 

「特殊研究Ⅱ（文献研究）」は読解力／表現力（DP3）を高め、専門知識（DP1）

を深めるものが中心になるが、問題発見力／探究力（DP2）や学際的視野（DP4）

を涵養するものも開講する。 

「語学文献研究（英語・ドイツ語・フランス語・中国語）」はとくに読解力／表

現力（DP3）を高めるべく開講する。 

そのほか、学外での幅広い交流の中で、専門知識（DP1）を深め、学際的視野

（DP4）を広げることができるよう、京都・宗教系大学院連合単位互換制度下

で開講される他大学院の科目を、選択科目の単位として認定する。 


